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対
策
見
直
し
を

教
育
評
論
家
の
尾
木
直

樹
・
法
政
大
教
授
（
臨
床

教
育
学
）
の
話
被
害
に

適
っ
た
生
徒
の
割
合
が
あ

ま
り
に
高
い
こ
と
に
驚
い

た
。
深
刻
な
数
字
で
、
ネ

ろ
。
い
じ
め
雪

し
が
必
要
だ
。

中
高
生蝿
難
鮭
毎
雛
溌
一

一ｓ/１５川

大阪市教委調査

っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
中

学
で
躯
勿
、
高
校
で
如
勿

が
１
曰
に
３
時
間
以
上
ネ

ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
使
い
、

（
公
明
）
の
熨
問
に
答
え
た
。

杉
田
氏
は
委
員
会
で
、
裏
金

を
つ
く
っ
て
い
た
小
学
校
の

叫
年
３
月
釦
日
付
の
架
空
領

収
雷
や
、
市
民
鳧
が
Ⅳ
年
３

月
記
日
付
で
つ
く
っ
た
支
出

決
議
霞
な
ど
蓬
示
し
、
い
ず

れ
も
年
度
末
の
作
成
だ
っ
た

と
指
摘
。
「
シ
ス
テ
ム
自
体

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
た
だ
し
た
。

市
法
務
監
察
室
の
鑪
査

に
、
褒
金
を
つ
く
っ
て
い
た

鰄
鳧
の
多
く
が
「
予
算
を
致

せ
ば
翌
年
度
の
予
算
を
削
ら

分
の
名
前
を
勝
手
に
使
わ
―

れ
だ
」
「
メ
ー
ル
で
悪
□
｜

を
流
さ
れ
た
」
も
、
そ
れ
一

ぞ
れ
約
３
割
あ
っ
た
。
一

れ
る
と
思
っ
た
」
な
ど
と
話

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
た

め
、
市
は
新
年
度
か
ら
、
節

約
に
よ
っ
て
余
っ
た
予
算
乏

至
年
度
以
降
の
予
算
に
上
乗

せ
す
る
「
メ
リ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
」
を
採
用
す
る
。
同
揮
の

シ
ス
テ
ム
は
檀
浜
市
や
三
重

県
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
お

た
」
と
し
、
そ
の
理
由
は

「
相
手
が
気
に
食
わ
な
い
」

「
自
分
が
さ
れ
た
仕
返
し
」

が
多
か
っ
た
。

ｂ
、
支
出
の
削
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
架
空
領
収
蕾
は
業

者
か
ら
入
手
し
た
白
地
の
も

の
に
職
員
が
金
額
や
品
名
な

ど
を
雷
雲
入
れ
て
お
り
、
担

当
蝶
長
ら
の
決
済
印
が
押
さ

れ
た
支
出
決
露
霞
も
架
空
の

取
引
内
容
だ
っ
た
。



大
阪
市
躯
会
は
厄
曰
、
６
常

任
委
臭
家
開
か
れ
、
公
明
党

鍛
眞
ら
が
褒
金
問
題
や
府
市
の

ト
ッ
プ
会
談
、
市
営
地
下
鉄
の

運
賃
値
下
げ
な
ど
に
つ
い
て
、

市
の
方
針
を
←
鐘
←
呈
恰

璽
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
文

大
阪
市
は
皿
曰
の
市
議

会
財
政
総
務
委
鳧
会
で
、

東
淀
川
区
の
三
つ
の
人
椀

文
化
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に

つ
い
て
、
条
例
に
基
づ
く

東淀川の文化
センター２館

ト
ッ
プ
会
談
６
回
程
度
検
討

市
人府
市
連
携
大
阪
市
議
会
で
市
方
針

大
阪
市

教
経
済
委
熨
会
で
杉
田
忠
裕
鍛

員
（
公
明
）
が
、
こ
ど
も
雷
少

年
扇
で
判
明
し
て
い
る
１
３
２

万
円
の
一
三
『
２
０
０
６
年
度

末
に
業
者
に
預
け
ら
れ
た
旧
万

５
５
０
０
円
の
支
出
決
蝿
霞
の

コ
ピ
ー
を
示
し
て
質
問
。
１
件

施
股
と
し
て
は
今
年
度
末

に
廃
止
す
る
２
館
の
寶
理

を
、
旧
年
度
ま
で
市
人
権

協
会
に
引
き
続
き
雲
鑑
す

る
方
針
を
明
ら
か
に
し

権
協
に
委
託
継
続
州

損
害
賠
償
請
求
を
回
避

た
。市
は
肥
年
度
か
ら
３
館

を
曰
之
出
に
統
合
し
、

名
称
も
東
淀
川
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
に
変
更
す

の
曰
付
が
、
年
９
月
に
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
「
（
決
裁
す
る
）

課
長
級
を
含
め
た
不
正
行
為
で

は
」
と
た
だ
し
一
拾
市
側
は
「
寧

蘂
と
罐
題
で
き
れ
ば
公
文
霞
偽

造
に
あ
た
る
」
と
し
一
拾

裏
金
問
題
は
財
政
総
務
委
員

>''2ﾉハ ろ
。
飛
鳥
と
南
方
は
幅

広
い
市
民
が
利
用
で
き
る

施
股
と
し
て
貸
し
ブ
ー
ス

な
ど
を
鰻
題
し
、
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
市
民
団

会
で
も
高
擢
醇
司
露
員
（
同
）

が
再
発
防
止
策
を
零
れ
た
。
「
預

け
金
」
を
し
て
い
た
蘂
者
と
の

間
で
１
０
０
万
円
以
下
の
随
意

契
約
を
結
ん
で
い
た
市
民
鳧

が
、
少
額
の
事
務
用
品
を
一
括

鯛
入
し
、
入
札
対
象
を
拡
大
す

る
と
し
、
財
政
局
や
選
琶
事
務

局
は
年
度
末
や
選
挙
前
の
予
算

配
分
時
期
を
早
め
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。
’

一
嚢
長
同
委
興
会
で
は
、
石

原
信
亭
蕊
員
（
同
）
が
府
市
連 艫》一歩》》『》》》｜》》庫》諦函宰壺辨距
勢
型
指
名
競
争
入
札
の
対
一
宋
も
契
約
す
る
こ
と
を
前

っ
た
市
民
局
は
廻
曰
、
公
一
預
け
金
は
、
業
者
と
将

艫祷汕鰡瀕駆一》詑溌纈嚇溺
慨
驚
禰
鐘
鑿
餉
’

体
な
ど
に
利
用
し
て
も

ら
う
方
針
。
こ
れ
に
対
し
、

部
落
解
放
同
盟
飛
鳥
支
部

は
統
合
撤
回
を
求
め
て
い

る
。入
札
対
象
を
拡
大
籔
建
警
醸
鄙

鍵
へ
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
―

て
質
問
◎
市
側
は
市
長
と
知
事
一

によるトップ懇談会を４月一
以
降
、
新
年
度
中
に
６
回
程
度
一

開
催
し
た
い
と
答
一
委
恰

一
方
、
交
通
水
道
委
員
会
で

は
河
本
正
弘
醗
廩
（
同
）
が
、

地
下
鉄
蘂
蘂
の
黒
字
額
を
「
利

用
者
に
還
元
す
べ
き
だ
」
と
指

摘
○
平
松
邦
夫
市
長
は
「
料
金

値
下
げ
は
寶
力
な
選
択
肢
の
一

つ
」
と
検
肘
す
る
考
え
を
明
ら

か
に
し
た
。
民
生
保
躍
委
員
会 ２
館
を
含
む
市
内
の
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
に

つ
い
て
は
肥
年
度
か
ら
４

年
間
、
公
募
に
よ
り
同
協

会
が
指
定
寶
理
書
に
な
っ

一熱一

て
お
り
、
市
は
２
館
の
委
一

罧麗。ｗ率驍騨一
鋼求の対象になりうる一
と
判
断
し
た
。

嚢
蕊
一
職
繍
護

一
し
、
担
当
書
と
薑
と
の

接
霞
減
ら
す
こ
と
に
し

た
。
納
品
蘆
査
も
厳
格

化
す
る
謀
．
扇
醤



全
中
学
、
窩
校
計
１
５
２
校
の

生
徒
７
万
１
６
３
５
人
を
対
象

３
人
が
「
い
じ
め
ら
れ
た
経
験

一》》》』咄（》一州》｛

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
Ⅶ

中
・
高
生
１
割
被
害
効

い
た
。
市
教
委
は
「
ネ
ッ
ト
い

―
じ
め
の
経
験
者
が
こ
ん
な
に
多

一
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
し

一軒蒋椙談窓口を設題す 溌蕊大阪市教委
大
阪
市
の
裏
金
問
題
で
、

こ
ど
も
青
少
年
局
の
預
け
金

を
め
ぐ
り
、
同
局
の
前
身
の

市
民
同
宵
少
年
藻
の
担
当
者

一
議
調
艤
》
鶉

す
る
た
め
、
金
額
を
分
割
し

て
支
出
命
令
露
を
偽
造
し
て

い
た
こ
と
が
厄
日
、
わ
か
っ

た
。
市
は
「
公
文
書
偽
造
罪

に
あ
た
る
可
能
性
も
あ
り
、

刑
事
告
醍
も
あ
り
う
る
」
と

厳
し
い
姿
勢
を
示
し
た
。

支
出
命
令
書
を
偽
造
Ｍ

醒
鑪
鍵
市
、
刑
事
告
訴
も
検
討
平

こ
ど
も
青
少
年
局
に
よ
る

と
、
同
局
の
前
身
の
市
民
局

寶
少
年
錬
の
担
当
者
は
旧
年

３
月
、
旧
年
度
の
予
算
が
あ

ま
り
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、

文
房
具
旧
万
５
０
０
０
円
分

を
、
随
意
契
約
で
鰯
入
し
た

よ
う
に
偽
装
。
旧
年
９
月
７

曰
付
で
約
８
万
５
０
０
０
円

分
、
旧
年
３
月
躯
曰
付
で
約

５
万
円
分
の
代
金
の
支
出
命

令
露
を
偽
造
し
た
。
、
万
円

以
下
な
ら
、
合
い
見
種
も
り

の
い
ら
な
い
随
意
契
約
と
な

る
た
め
、
手
間
を
省
く
た
め

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
年
度

内
に
文
具
の
納
入
は
な
く
、

間
諜
は
、
こ
の
旧
万
５
０
０

０
円
に
つ
い
て
文
具
店
へ
の

「
預
け
金
」
と
し
た
。

市
が
昨
年
秋
に
改
正
し
た

懲
戒
指
針
で
は
、
公
文
醤
偽

造
罪
は
免
職
か
停
職
に
あ
た

る
が
、
改
正
前
の
偽
造
の
た

め
、
現
在
の
指
針
で
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

統
合
後
も
同
じ
管
理
者
Ｍ

人
権
セ
ン
タ
ー
委
託
先
公
募
せ
ず
〃
市
人
権
協
会
と
は
平
成
副
年

大
阪
市
は
厄
日
、
同
和
対
定
管
理
者
で
あ
る
市
人
橇
温
度
ま
で
管
理
を
蚕
露
す
る
｝
」

策
関
連
議
蒙
の
見
直
し
の
元
会
に
雲
廃
す
る
方
針
を
示
し
と
で
基
本
協
定
を
締
結
し
て

め
、
東
淀
川
区
内
の
人
樒
文
だ
。
這
り
、
協
定
を
無
視
し
て
銃

化
セ
ン
タ
ー
３
鱈
の
機
能
を
市
人
樒
臺
は
、
３
館
の
人
合
を
進
め
る
こ
と
は
便
務
不

曰
之
出
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
権
文
化
セ
ン
タ
ー
掻
能
を
銃
履
行
に
な
る
と
し
て
い
る
。

に
統
合
し
た
後
も
、
３
館
の
合
す
る
こ
と
で
２
侭
６
０
ｏ
こ
れ
に
対
し
公
明
の
高
橋

管
理
に
つ
い
て
、
現
在
の
指
０
万
円
の
経
費
削
減
を
鳧
込
雰
司
市
露
は
「
そ
れ
で
は
な

一つ。｜
方
、
霜
輝
】
金
が
集
中
し

て
発
覚
し
た
市
民
局
は
厄

日
、
新
毎
塵
か
ら
現
在
は
１

０
０
万
四
吋
』
上
の
物
見
鰯
入

詫
缶
季
地
し
て
い
る
公
募
荊
奉
適

量
顧
争
入
札
を
１
０
０
万
円

以
下
の
物
品
購
入
に
も
導
入

す
る
方
針
を
示
し
た
。
ま

た
、
担
当
ご
と
に
鰯
入
し
て

い
た
も
の
を
四
半
期
ご
と
に

一
括
購
入
す
る
と
い
い
、
入

札
を
し
な
い
場
合
で
も
合
い

見
積
も
り
を
と
る
と
い
う
。

定
管
理
者
で
あ
る
市
人
橇
温
度
ま
で
管
理
を
蚕
露
す
る
こ

会
に
雲
廃
す
る
方
針
を
示
し
と
で
基
本
協
定
を
締
結
し
て

た
。
這
り
、
協
定
を
無
視
し
て
統

市
人
樒
臺
は
、
３
館
の
人
合
を
進
め
る
こ
と
は
便
務
不

権
文
化
セ
ン
タ
ー
掻
能
を
銃
履
行
に
な
る
と
し
て
い
る
。

合
す
る
こ
と
で
２
侭
６
０
ｏ
こ
れ
に
対
し
公
明
の
高
橋

０
万
円
の
経
費
削
減
を
鳧
込
雰
司
市
露
は
「
そ
れ
で
は
な

ん
で
い
る
が
、
市
施
設
と
し
に
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
わ

て
残
る
２
館
の
管
理
に
９
０
か
ら
な
い
。
委
託
先
は
、
公

０
０
万
円
が
必
要
に
な
る
。
暮
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
」

現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
と
批
判
し
た
。



●

大
阪
市
、
株
売
却
で
対
応
構
相

蝋
議
嚇
一
鍵
蕊
一
鱸
鍵

２
次
砿
癌
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
阪
市
の
筆
一
一
セ
ク
タ
ー
「
大
阪

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
デ
イ
ン
グ
」
（
Ｗ
Ｔ
Ｃ
、
特
定

銅
停
が
成
立
）
に
つ
い
て
、
市
が
所
有
す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
運
営
会
社
「
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
エ
イ
」
の
株

売
却
で
対
応
す
る
檎
想
が
あ
る
こ
と
が
廻
曰
、
分
か
っ
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｃ

再
建
に
は
新
た
に
約
１
６
０
鱈
円
の
寛
金
投
入
が
必
要
だ
が
、
同
じ

市
港
湾
局
所
管
の
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
エ
イ
株
を
売
却
す
れ
ば
百
数
十

億
円
の
収
入
が
得
ら
れ
る
見
通
し
。
こ
れ
を
あ
て
れ
ば
、
市
税
投
入

は
避
け
ら
れ
る
目
算
と
い
う
。
。

－
市
、
株
売
却
で
対
応
構
想

鍵
一
鑑
鑿
騨
議
》

救
世
主
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
？
》

ノ

蠣鱒蕊巴鷲雇灘再菖と
こ
ろ
が
、
こ
の
曰
の
市

議
会
委
員
会
で
、
市
議
の
質

問
に
対
し
市
側
が
、
大
阪
市

が
所
有
す
る
ユ
ー
・
エ
ス
・

ジ
ェ
イ
株
を
売
却
し
た
場
合

再
建
す
る
に
は
新
た
な
責

垂
入
が
必
要
だ
が
、
特
定

停
成
立
時
に
市
議
会
が

経
営
支
援
を
目
的
と
す
る

た
だ
公
金
投
入
は
し
な

」
と
す
る
付
帯
決
議
を
し

経
韓
が
あ
り
、
平
松
邦
夫

長
も
「
基
本
的
に
市
税
に

存
せ
ず
、
港
営
事
業
会
計

対
応
す
る
」
と
発
言
、
再

は
難
し
い
と
み
ら
れ
て
い

。

に
は
港
湾
局
の
特
別
会
計
の

憲
富
事
業
会
堂
に
繰
り

入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
鋭
明
ｏ

現
状
の
試
算
で
は
、
株
売
却

で
約
１
４
０
億
円
に
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら

に
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
エ
イ
関

連
の
憧
櫃
を
売
却
す
れ
ば
、

市
税
を
含
む
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
せ
ず
に
１
６

０
億
円
程
度
は
嶽
畦
で
き
る

可
能
性
壷
示
唆
し
た
。

た
だ
、
市
議
会
に
も
「
港

営
事
業
会
計
内
で
も
、
経
営
一

難雛辮》》’
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大
阪
市
數
脅
委
員
会
は
十

一
一
日
、
市
立
の
全
中
高
生
（
約

七
万
人
）
を
対
象
に
行
っ
た

イ
ン
タ
ｌ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い

じ
め
の
実
態
艫
査
で
、
中
学

生
で
週
瑞
高
校
生
で
皿
％

が
逼
不
板
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で

悪
ロ
を
書
か
れ
た
り
、
嫌
が

ら
せ
さ
れ
た
り
し
た
経
験
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
有
効
回
答
数
は
六
万
一
一

壬
昔
九
十
人
。

市
議
会
文
教
経
済
委
員
会

で
西
崎
照
明
議
員
（
公
明
）

の
質
問
に
箸
一
念
怜

市
教
委
に
よ
る
と
、
悪
口

な
ど
を
雷
か
れ
た
内
容
は
、

露
帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

掲
示
板
に
嫌
が
ら
せ
や
悪
口

を
震
か
れ
た
生
徒
が
中
高
と

も
に
約
七
割
峯
占
め
、
①
悪

ロ
な
ど
を
〆
－
ル
で
流
さ
れ

た
②
他
人
に
自
分
の
名
前
を

勝
手
に
使
わ
れ
た
Ｉ
は
中
高

才
》
卜
て
の
』
ロ
や
．
．
，
か
ら
せ

中
学
旧
％
、
高
校
Ⅱ

と
も
約
一
一
一
割
だ
っ
た
。
被
害

に
適
っ
た
生
徒
の
つ
ち
、
約

一
一
一
割
は
鮭
に
も
相
談
で
き
な

か
っ
た
。

ま
た
悪
ロ
を
雪
き
込
ん
だ

り
嫌
が
ら
せ
し
た
り
し
た
生

徒
は
中
高
と
も
に
８
％
（
計

約
四
千
一
一
一
百
人
）
。
嫌
が
ら

賎
児
亜
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
顔

赤
犢
剛
の
謄
詞
弱
琴
鴎

腱
…
祠

：

（
壼
晦
川
崖
人
の
困
鰯
爵
霊
園
命

せ
を
し
た
理
由
は
中
高
と
も

に
「
相
手
の
こ
と
が
気
に
食

わ
な
い
吾
自
分
が
さ
れ
た
仕

返
し
」
「
軽
い
い
た
ず
ら
の
つ

も
り
」
が
上
位
を
占
め
》
特

媒
体
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
を

自
由
に
使
え
る
の
は
中
高
で

い
ず
れ
童
ハ
割
表
超
一
禿
露

や
「
事
輩
霊
乘
止
予
定
肋

■
■
小
鐸

％
経
験
稗

１，〕NIw‘
籟査

帯
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
“

％
、
虹
％
。
こ
う
し
た
掲
示

板
や
プ
ロ
グ
を
見
た
こ
と
の

あ
る
中
高
生
は
両
％
、
皿
％

で
、
こ
れ
ら
を
開
殴
し
た
こ

と
が
あ
る
の
は
記
％
、
㈹
％

に
上
っ
た
。

国
桿
婬
蚊
桿
隆
塵
者
証

個
人
カ
ー
ド
型
に

大
阪
市
は
土
一
日
、
自
営

蘂
者
ら
が
加
入
す
る
国
民
健

霞
保
険
（
国
保
）
の
被
保
険

の
設
眉
圏
を
助
成
す
る
語

巧
題
し

予
国
壷

壱
証
を
、
＋
｜
目
か
ら
名
刺

大
の
個
人
カ
ー
ド
型
に
切
り

替
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
ま
で
家
族
全
員
が

記
戯
さ
れ
た
世
帯
ご
と
の
保

険
証
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
が
携
帯
で
き
る
よ
う
に
な

る
。市
巌
会
民
生
保
健
委
員
会

で
、
辻
露
隆
騒
員
（
公
明
）

の
質
問
に
答
え
た
○
国
は
一
一

○
○
一
年
の
健
康
保
険
法
施

行
規
則
の
改
正
で
、
被
保
険

者
証
を
原
則
、
個
人
カ
ー
ド

化
す
る
冬
っ
に
改
め
た
。
市

に
よ
る
と
、
政
令
指
定
市
で

は
新
潟
や
横
浜
な
ど
八
市
で

す
で
に
実
施
し
て
い
る
と
い

一つ◎有
効
期
限
が
切
れ
る
撞
痒

瞳
筆
写
鼬
の
軍
薪
に
合
わ
せ
、

対
象
奎
星
約
八
十
四
万
人
に
送

付
香
ろ
千
一
穐
鐸
潭
璽
は
シ
ス

テ
ム
開
挙
露
墨
客
冨
続
壺
型
鱈

画
焔

蕊

市
畷

満
署
な
ン

都
市
駕

譽
曇

木
果
１

で
逮
糧

へ
で
は
、

局
釦
曰
～

、
北
区
中

へ
黒
道

〕
て
註
寧

旧
Ｈ
Ｅ
・
大

同
職
員
、
堀

（
詔
）
Ⅱ
ハ
尾

Ⅱ
を
霞
魔
法

正
◎

縄
井
琴
二
錠
書

二
月
皿
曰
、

二
塁
の
市
役

ご
車
歸
鶴
代
わ

〕
焼
け
た
疑

厚
代

・
瘤
莇
の

曇
ご
醸

己
賦
病




